
1 

 

令和５年10月19日 

課  名  地域政策局スポーツ推進課 

担当者  課長 田口 

内  線  2640 

 

「インクルーシブ・スポーツ・フェスタ広島2023」の開催結果について 

 

１  要旨 

９月30日～10月１日に、東広島運動公園をメイン会場、に障害の有無に関わらず、誰もが 

参画し、楽しめる「インクルーシブ・スポーツ・フェスタ広島2023」が初開催された。 

県としては、フェスタ開催によるパラスポーツへの機運醸成の高まりを一過性のものと 

せず、更に県民に広く浸透するよう、公益社団法人パラスポーツ協会（以下「協会」という。）  

を中心に、市町、競技団体、企業等、多様な主体と連携を図りながらスポーツを通じた多様性

を認め合う共生社会の実現を目指していく。 

 

２  概要・結果 

７市町16競技の体験会には約900名の参加者に加え、ボランティア・スタッフ・観客を含め

計約3,000名の参加があった。障害がある人もない人も共に楽しめるパラスポーツの体験会等

を通し、家族、友人、職場の仲間等と共に来場した参加者には温かな笑顔があふれた。 

 

 (1)  日    程      令和５年９月30日（土）～10月１日（日） 

(2)  会    場      メイン会場：東広島市（東広島運動公園ほか）  

サブ 会場：東広島市周辺の６市町（呉市、竹原市、 

三原市、三次市、大崎上島町、世羅町） 

(3)  主    催      公益社団法人広島県パラスポーツ協会 

インクルーシブ・スポーツ・フェスタ広島2023実行委員会 

（主な構成） 

顧    問  広島県知事、開催市町長 

会    長  （公社）県パラスポーツ協会 会長 

委  員  県スポーツ推進課長、開催市町担当課長、競技団体、 

企業、指導者協議会、理学療法士会、大学等 

(4)  参加者数       体験会参加者数／約900名 

競技団体・スタッフ等／約350名 ボランティア／延べ250名  

観客／延べ1,500名        計 約3,000名 

(5)  内  容      パラスポーツの体験会（16競技）をはじめ、パラアスリートによるトー

クショーや、企業のアトラクションブースなどを設置し参加者が楽し

く過ごすことができるフェスタを展開。  
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ア 開会式【９月30日（土）】（メイン会場 東広島市内） 

  山根恒弘協会会長をはじめ、知事・開催市町長やトップ・パラアスリートのほか、サポ

ーター等の広島東洋カープOB安部友裕さん、広島ドラゴンフライズ朝山正悟選手、ヴィ

クトワール広島宮﨑健太選手が登壇し、応援メッセージ等を送った。 

   特別支援学校の児童・生徒からも 参加者代表あいさつがあった。 

   

イ  ボッチャエキシビジョンマッチ【９月30日（土）】（メイン会場 東広島市内） 

  ボッチャ元日本代表古満渉選手解説のもと、パラアスリート走り幅跳び日本代表中西

麻耶選手、サポーターの安部さん、朝山選手等がボッチャ対決をした。１球ごとに観客か

ら歓声があがり、会場が盛り上がった。だれでも共に楽しめるパラスポーツの魅力を  

発信した。 

 

ウ トークショー【10月１日（日）】（メイン会場 東広島市内） 

  トップ・パラアスリートの白砂 匠庸選手（やり投げ）中西 麻耶選手（走り幅跳び）古

満 渉選手（ボッチャ）香西 宏昭選手（車椅子バスケットボール）によるトークショー

が開催され、各パラスリートの競技にかける熱い思い等を語った。 
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エ 体験会【９月30日（土）～10月１日（日）】（メイン会場、サブ会場） 

  ７市町において、車椅子バスケットボール、ボッチャ、ブラインドサッカー、フライン

グディスクなど16競技の体験会が開催された。  

特に、話題となって取り上げられた体験会は次のとおり。 

 

 （ア）ギソクの図書館 

国家資格の義足装具士が義足ユーザー個々の状

態に合うように競技用義足をセッティングし、 

走る楽しさ、喜びを感じてもらいたいという中四

国で初の試みを行った。中西選手が、走る楽しさ、

走り方の技術指導をするほか、試技も披露した。 

 

（イ）身体障害者野球にサポーターの安部さんが参加 

    身体障害者野球に安部さんが参加し、笑顔あふれるインクルーシブな試合が行わ

れた。 

 

 

 

 

   

（ウ）競技団体等の運営とトップ・パラアスリートの指導等 

  体験会は各競技団体等が運営したが車椅子バスケットボールには日本代表香西宏

昭選手が、やり投げでは日本代表白砂匠庸選手が体験会で試技のほか指導も行った。 

  

 

 

 

 

 

４ 予算（単県） 

 10,000千円 

 ※ 企業等からの協賛により、事業費総額は約20,000千円。 

 

５ 来年度開催 

  福山市中心（予定） 
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【参考】体験会の様子 

車いす（レーサー）              ハンザヨット 

 

 

 

 

 

 

 

 

フライングディスク               自転車競技  

 

 

 

 

 

 

 

 

ボッチャ               ウオーキングサッカー 

 

 

 

 

 

 

 

    

ブラインドサッカー            シッティングバレー 

 

 

 

 

 

 


